
 
大
高
緑
地
の
自
然
・
十
月
（
神
無
月

か
ん
な
づ
き

） 
冬
期
に
な
る
と
大
高
緑
地
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
御
嶽
山
が

九
月
二
十
七
日
（
土
）
、
突
如
水
蒸
気
爆
発
に
よ
り
噴
火
し
ま
し
た
。

噴
火
に
よ
る
死
者
は
四
十
七
名
で
戦
後
最
悪
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。 

紅
葉
が
奇
麗
な
こ
の
時
期
に
天
候
も
良
く
、
ま
た
土
曜
日
と
あ
っ
て

多
く
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
に
は
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

今
回
の
報
道
の
中
で
「
心
肺
停
止
」
と
言
う
表
現
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
死
亡
と
ど
う
違
う
の
か
。
心
肺
停
止
と
は
、
心
臓
停
止
及
び
呼
吸

停
止
の
状
態
で
、
死
亡
は
、
脈
拍
停
止
及
び
瞳
孔
散
大
を
加
え
た
四
つ

す
べ
て
医
師
が
確
認
し
確
定
す
る
。 

 
 
 
 

 

展
望
台
か
ら
御
嶽
山
を
眺
望 

死
亡
は
医
師
が
診
断
し
て
初
め
て
使
え
る
。 
平
成
二
十
五
年
十
二
月
撮
影 

  

■
今
月
は
、
二
十
四
節
季
の 

・
寒
露
（
十
月
八
日
） 

・
降
霜
（
十
月
二
十
三
日
）
が
あ
り
ま
す
。 

■
そ
の
他 

 

秋
の
高
山
祭
り
（
十
月
十
日
）、 

体
育
の
日
（
十
月
十
三
日
） 

鉄
道
の
日
（
十
月
十
四
日
）、 

伊
勢
神
宮
神
嘗
祭
（
十
月
十
七
日
）、 

東
京
靖
国
神
社
秋
祭
（
十
月
十
八
日
）、 

皇
后
誕
生
日
（
十
月
二
十
日
）、 

京
都
平
安
神
宮
時
代
祭
り
（
十
月
二
十
二
日
）、 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
（
十
月
三
十
一
日
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

大
高
緑
地
で
見
ら
れ
る
ド
ン
グ
リ
の
種
類
で
落
葉
広
葉
樹
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

①
ア
ベ
マ
キ
＝
若
草
山
周
辺
に
多
く
自
生
し
て
い
て
、
葉
は
濃
緑
色
し
て
い
ま
す
。 

②
ク
ヌ
ギ
＝
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
に
数
本
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。
葉
は
細
く
薄
緑
色
し
て
い
ま
す
。 

③
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
＝
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
、
花
木
園
に
数
本
植
樹
さ
れ
カ
シ
ワ
の
葉
に
似
て
実
は
大
き
め
。 

④
ミ
ズ
ナ
ラ
＝
コ
ナ
ラ
よ
り
葉
、
実
は
大
き
く
琵
琶
ヶ
池
東
側
に
若
干
自
生
し
て
い
る
。
別
名
／
オ
オ
ナ
ラ 

⑤
コ
ナ
ラ
＝
ミ
ズ
ナ
ラ
よ
り
全
体
に
小
さ
い
。
緑
地
全
域
に
自
生
し
て
い
る
。 

 
＊
詳
し
く
は
管
理
事
務
所
で
「
ど
ん
ぐ
り
図
鑑
」
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

●
近
年
大
高
緑
地
に
お
い
て
も
、
ブ
ナ
科
（
コ
ナ
ラ
属
）
が
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の

被
害
で
枯
死
し
て
い
ま
す
。
特
に
コ
ナ
ラ
・
ア
ベ
マ
キ
の
被
害
が
大
き
く
、
ま
た
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
の
食
害
に
よ
り
枝
枯
れ
被
害
も
で
て
い
ま
す
。
自
然
林
の
中
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。

く
れ
ぐ
れ
も
用
心
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
今
年
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
発
生
が
多
く
、
特
に
危
険
な
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
も
９
月
に
入

り
３
ヶ
所
の
駆
除
を
し
ま
し
た
。
十
一
月
ま
で
は
危
険
で
す
の
で
、
巣
を
発
見
さ
れ
た
ら

近
寄
ら
ず
、
す
ぐ
管
理
事
務
所
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。 
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